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御
茶
屋
御
殿
、中
城
御
殿
、円
覚
寺 ―

―

とぐちとぐち修修

沖縄の心を世界・全国へ発信沖縄の心を世界・全国へ発信与党訪米団長与党訪米団長

米国政府・国連へ米国政府・国連へ

イタリア
ドイツで
イタリア
ドイツで

おさむ

与
党
の
総
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
、

大
黒
柱
の
と
ぐ
ち
修
さ
ん
を
。

与
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の
総
力
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発
揮
す
る
た
め
に
、

大
黒
柱
の
と
ぐ
ち
修
さ
ん
を
。

建
白
書
実
現
へ
揺
る
が
ぬ
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
を
支
え
て
、が
ん
ば
り
ま
す
。

建
白
書
実
現
へ
揺
る
が
ぬ
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
を
支
え
て
、が
ん
ば
り
ま
す
。

とぐち修県議を応援します
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光
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・
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光
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子
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子
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とぐち修県議事務所　☎　８８５－４７８５
　　　　　　　　　　那覇市首里赤平町１－４－１オール沖縄

県
民
一
丸
で

の
り
こ
え
よ
う

新型コロナウイルスから県民の命と健
康、くらしを守るために全力をあげます。
自粛と一体の補償、県経済の回復へ、ご
要望をお聞きし、提案していきます。
建白書実現へ、玉城知事と城間市長を
支え、安倍政権の無法に立ち向かいます。

新型コロナ対策を
知事へ要望

県は１７２億円の予算
を確保（第１次）

 新型
コロナ
 

万
全
の
対
策
・
予
算
措
置
を
知
事
に
提
案

苦
難
軽
減
の
立
場
で

国
は
「
自
粛
と
一
体
の
補
償
」
を

経
済
団
体
、
商
店
街
組
合
、
保
育
関
係
者

な
ど
の
方
々
か
ら
要
望
を
お
聞
き
し「
第
２

次
、３
次
の
予
算
措
置
を
」と
知
事
に
提
案
。

「
と
り
得
る
対
策
を
切
れ
目
な
く
と
る
」

と
知
事
も
こ
た
え
ま
し
た
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
簡
素
化
、苦
境

に
立
つ
事
業
者
や
労
働
者
に
直
接
助
成
を

―
―

県
政
を
支
え
、
県
民
と
一
丸
に
な
っ

て
、こ
の
重
大
事
態
を
乗
り
越
え
ま
す
。

沖縄観光コンベンションビューローにて
新型コロナ影響問題を調査（３月２０日）

  首里城
早期再建

復
元
へ
心
ひ
と
つ
に

首
里
城
は
琉
球
王
国
の
歴

史
と
文
化
の
象
徴
、戦
災
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、県
民
の

誇
り
と
心
の
拠
り
所
で
す
。

早
期
再
建
と
一
体
に
周
辺

の
戦
災
文
化
財
を
復
元
さ
せ
、

歴
史
と
文
化
の
薫
る
古
都
・

首
里
の
ま
ち
づ
く
り
と
伝
統

文
化
・
芸
能
の
継
承
発
展
へ
、

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

旧日本軍第 32 軍
司令部壕跡地の
保存・公開で、沖
縄戦の実相を正
しく次世代へ継
承します。 旧日本軍３２軍壕内の調査

（２００９年６月３日）

建白書
実現へ

新基地反対の民意を「発信すること
に成功」――与党訪米団で、米国政府
にモノ言える県議として団長に。
県民のたたかいが、全国と世界を動
かし、歴史をつくる――この信念で、
基地のない平和で誇りある豊かな沖
縄づくりへ奮闘しています。

原水爆禁止世界大会国際会議で
沖縄の現状を報告。全国もまわり
各地で訴えています。

原水爆禁止世界大会国際会議で
沖縄の現状を報告。全国もまわり
各地で訴えています。

米国務省・国防省の高官と面談。
沖縄の民意を否定できませんでし
た。国連にも訴えました

米国務省・国防省の高官と面談。
沖縄の民意を否定できませんでし
た。国連にも訴えました

県議会として、イタリア、ドイツ
で地位協定問題を調査。日米地
位協定の米軍特権を明らかに。

県議会として、イタリア、ドイツ
で地位協定問題を調査。日米地
位協定の米軍特権を明らかに。

世界大会で
（広島県）
世界大会で
（広島県）

県知事　
玉城デニー
県知事　
玉城デニー

オール沖縄　



道理ある提案で県政動かす国の悪政もちこみ許さない

わったぁ～
とぐち

子ども貧困対策

子
ど
も
医
療
費
助
成

着
実
に
前
進
さ
せ
る

教育

返
済
不
要
の
奨
学
金
創
設

小
人
学
級
を
中
１
ま
で
に

必要な人に就学援助を

水
道
料
金
値
下
げ

光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
へ

平
和
で
豊
か
な
沖
縄
へ

い
っ
か
ん
し
て
提
案

だれ一人とり残さない
 沖縄らしい
　 優しい社会へ

私の原点 ―「基地のない平和な沖縄」

なんでも相談、解決へ奔走

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

マ
キ
テ
ー

ナ
イ
ビ
ラ
ン
ド
ー

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

マ
キ
テ
ー

ナ
イ
ビ
ラ
ン
ド
ー

とぐち

通院
３歳まで➡

小学校
入学前まで

入院
小学校入学
前まで➡

中学校
卒業まで

子
ど
も
は
社
会
の
宝

―
―

こ
の
思
い
で
医
療

費
助
成
を
要
求
し
、対
象

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

と
ぐ
ち
県
議
の
提
案
で
知
事
は
任
期
中
に

通
院
医
療
費
無
料
化
を
「
中
学
卒
業
ま
で
」
を

約
束
。実
現
へ
後
押
し
す
る
と
ぐ
ち
県
議
を
。

県
が
就
学
援
助
の
利
用

案
内
を
テ
レ
ビ
や
新
聞

の
広
告
で
お
知
ら
せ
。

と
ぐ
ち
県
議
が
求
め
て

き
た
こ
と
で
す
。

小2までから
中１までに拡大

県経済

❶
沖
縄
振
興
予
算
の
本
土
大
企
業
へ
の
還
流
を
く

い
と
め
、
県
内
を
循
環
し
、
地
元
企
業
・
家
計
を

う
る
お
わ
せ
る
仕
組
み
に
。

❷
亜
熱
帯
気
候
を
い
か
し
た
第
一
次
産
業
を
は
じ

め
、
観
光
、
地
場
産
業
・
地
元
企
業
の
育
成
発
展
、

生
活
密
着
型
公
共
事
業
を
推
進
。

❸
米
軍
基
地
は
「
県
経
済
発
展
の
最
大
の
阻
害
要

因
」。
基
地
な
く
し
経
済
発
展
を
。

沖
縄
の
未
来
を
開
く
確
か
な
提
案
者
で
す
。

市
議
時
代
に
全
ク
ラ
ス
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
を
い
ち
早
く
提
案
。翁
長
県
政

の
と
き
那
覇
市
は
１
０
０
％
に
。

正
規
教
員
を
全
国
並
み
に
と
奮
闘
。少

人
数
学
級
が
中
１
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

離島振興

総
務
企
画
委
員
長
と
し
て
、
県
内
離
島
の

自
治
体
訪
問
の
先
頭
に
。
住
民
と
自
治
体

の
要
望
を
直
接
お
聞
き
し
、
県
政
に
生
か

す
「
離
島
県
議
」
で
す
。

県民の願いが政治を動かした！
◉ 生活困窮者のワンストップ支援センターを設置。
◉ 県外土砂持ち込み規制条例を制定。提案者の 1人。
◉ 沖縄空手会館の建設、「うちなーぐちの日」を制定。
◉ ひとり親家庭の高校生バス代無料化。
◉ カジノ（ばくち）導入を、翁長県政とともにストップ。
◉ モノレールの浦添市まで延長が2019年10月実現。

１９歳のとき、米軍の圧政に抗して県民が団結し祖国復帰運動へ立ち上がる姿を目の
当たりに。20歳、米軍基地をなくしたいと反戦・平和の日本共産党に入りました。

修

利用率は20.3％から24.8％へ

あなたのくらし応援団長
玉城知事、城間市長をささえ

オール沖縄の強化発展にオール沖縄の強化発展に

◉ 地場産業育成、くらしに
　役立つ公共事業推進。
◉ 本島縦貫鉄軌と 市内に
　LRT導 入、渋滞軽減。
◉ 最低賃金を1000円へ。
　正規雇用の拡大。
◉ 子どもの通院医療費を　 
   中学卒業まで無料に。
◉ お年寄りの介護の充実。
◉ 介護士の待遇改善。
◉ 保育士の待遇改善、
   保育士増で待機児童解消。
◉ 新基地建設ストップ。　 
   普天間基地閉鎖・撤去。
◉ 米軍基地の無条件撤去。

修

オ
ー
ル
沖
縄
会
議

共
同
代
表

照
屋 

義
実

玉
城
デ
ニ
ー
後
援
会

会
長呉

屋 

守
將

識名園前の県道の拡幅でいっしょ交
渉。県は「次年度で拡幅を約束。歩道の
簡易舗装も実現し、喜ばれています。

我如古盛伸
（真地）

仲村　忠
（末吉町）

日本共産党県議団長、県議会総務企画委員長、党県副委員長

とぐち修が県議になって

とぐち修が
県議になって
少人数学級は

石原　昌秀
（大名町）

「
建
白
書
」実
現

リ
ス
ペ
ク
ト
と

団
結
を
大
切
に

なくては
ならない人
なくては
ならない人とぐち修さんをとぐち修さんを

子どもや住民のため、すぐに動いて、
大名児童館前の歩道空間が整備され
ることになり喜んでいます。

松島小正門前のガードレールと交
差点のガードポールが実現し、子ど
もたちも安心です。

とぐち修のお約束
玉城デニー知事　城間幹子市長　とぐち修県議

【とぐち修略歴】１９５３年、首里寒川
町生まれ。向氏・玉川門中。城西小、
首里中、浦添高、沖縄国際大学卒業。
那覇市議３期。県議３期。県監査委
員。玉城デニー選対副議長。新基地
建設反対県民投票連絡会議副議長。
現在：総務企画委員長、米軍基地関
係特別委員。オール沖縄会議幹事。
党県議団長、県副委員長。

政策の詳細は日本共産党
沖縄県委員会HPで
ご覧ください。

　とぐち修無料生活相談所
火・木・土　午後 3時～ 6時　
　　☎８８９ー８５１０お困りごとはお気軽にご相談ください
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